
近
世
九
十
九
里
浜
の
不
漁
に
対
す
る
領
主
と
漁
民
の
行
動菊

夫
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83 近世九十九里浜の不漁に対する領主と漁民の行動

一
、
視
点
と
課
題

」
の
小
論
に
は
関
連
す
る
三
つ
の
視
点
が
あ
る
。

一
、
復
原
し
よ
う
と
す
る
過
去
の
地
理
は
、
当
時
の
人
々
が
客
観
的
環
境
の
中
に
あ
っ
て
知
覚
し
た
環
境
要
素
に
も
と
づ
い
て
形
成
し
た

景
観
で
あ
る
。
客
観
的
環
境
は
一
つ
で
あ
っ
て
も
、
時
代
が
異
な
り
、
文
化
が
異
な
り
、
社
会
階
級
が
異
な
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
集

団
が
知
覚
す
る
環
境
要
素
は
同
一
で
は
な
い
。
同
じ
客
観
的
環
境
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
集
団
が
知
覚
的
環
境
を
つ
く
り
あ

げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
人
間
集
団
の
立
場
に
立
た
な
け
れ
ば
、
彼
等
の
環
境
の
知
覚
に
も
と
づ
く
景
観
の
形
成
を
正
し
く

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

二
、
人
間
集
団
が
知
覚
し
た
環
境
(
当
時
の
人
々
の
環
境
イ
メ
ー
ジ
)
に
も
と
守
つ
い
て
行
動
(
意
志
)
決
定
を
し
て
、
大
地
に
土
地
刺
用

な
り
景
観
形
成
な
り
を
刻
印
す
る
。
こ
の
場
合
に
、
作
用
す
る
人
間
集
団
の
性
格
も
重
要
な
要
因
の
一
つ
で
あ
る
。
人
間
集
団
の
性
格
の

研
究
は
、
近
代
地
理
学
の
初
期
に
環
境
決
定
論
に
よ
る
一
時
的
流
行
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
の
地
理
学
の
論
理
で
は
避
け
て
通
っ
て
き
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た
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
最
近
は
地
理
学
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の
社
会
諸
科
学
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
科
学
的
立
場
か
ら
ふ
た
た
び
重

要
一
な
問
題
と
し
て
人
間
集
団
の
性
格
の
研
究
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
き
た
。

三
、
客
観
的
環
境
の
中
か
ら
知
覚
的
環
境
が
形
成
さ
れ
る
が
、
知
覚
さ
れ
た
環
境
の
す
べ
て
の
部
分
に
人
間
集
団
は
同
じ
強
さ
で
知
覚
し

て
い
な
い
。
当
時
の
人
間
集
団
は
知
覚
し
た
環
境
の
ど
の
部
分
に
重
点
を
お
い
て
知
覚
し
た
か
を
明
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
知
覚

の
程
度
の
強
弱
に
よ
っ
て
知
覚
的
環
境
は
構
造
化
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
れ
ら
の
関
連
す
る
三
つ
の
視
点
は
、
歴
史
地
理
学
に
お
け
る
最
近
の
進
歩
の
方
向
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
歴
史
地
理
学
が
文
化
地
理

学
や
文
化
人
類
学
な
ど
と
と
も
に
行
動
科
学
的
基
盤
を
共
通
に
持
っ
て
発
展
し
て
い
る
基
本
的
方
向
で
あ
る
。

こ
の
小
論
は
こ
れ
ら
の
視
点
か
ら
自
然
災
害
を
研
究
し
た
。
自
然
災
害
と
は
環
境
を
組
立
て
て
い
る
一
つ
以
上
の
要
素
が
異
状
な
運
動

を
行
っ
て
人
間
集
団
に
被
害
を
与
え
る
こ
と
で
あ
る
。

一
般
に
自
然
災
害
の
研
究
は
、
自
然
災
害
の
発
生
メ
カ
エ
ズ
ム
や
、
人
間
集
団
に

与
え
る
被
害
や
自
然
災
害
の
発
生
頻
度
や
そ
の
発
生
タ
イ
プ
と
発
生
予
測
な
ど
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
自
然
災
害
と
い
う

客
観
的
環
境
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
当
時
の
人
々
が
そ
の
自
然
災
害
を
い
か
に
知
覚
し
て
こ
れ
に
適
応
し
た
か
と
い
う
こ
と
は
、
当

時
の
人
々
の
知
覚
的
環
境
を
と
り
あ
つ
こ
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
適
応
の
結
果
と
し
て
土
地
利
用
や
景
観
形
成
が
あ
る
。

こ
の
小
論
で
は
千
葉
県
九
十
九
里
浜
の
近
世
初
期
か
ら
行
な
わ
れ
た
イ
ワ
シ
漁
業
の
不
漁
を
一
つ
の
自
然
災
害
と
し
て
と
り
あ
げ
る
。

九
十
九
里
浜
は
南
北
に
約
六

0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
つ
ら
な
る
砂
浜
で
あ
る
。
そ
の
臨
海
集
落
は
近
世
に
は
地
曳
網
に
よ
り
、
明
治
か
ら
ア

グ
リ
網
に
よ
る
、
イ
ワ
シ
漁
業
地
と
し
て
名
高
い
。

生
・
形
態
・
機
能
に
つ
い
て
多
く
の
人
々
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
す
な

」
の
臨
海
集
落
は
岡
集
落
・
新
田
集
落
・
納
屋
集
落
か
ら
な
る
(

1

)

。

こ
れ
ら
の
発

過
去
の
拙
論
に
お
い
て
、

」
の
イ
ワ
シ
漁
業
は
豊
漁
期
と

不
漁
期
が
交
替
し
た
こ
と
、

こ
の
豊
凶
の
交
替
は
新
田
集
落
・
納
屋
集
落
の
成
立
と
関
連
が
あ
る
こ
と
ハ
4
U
な
ど
を
発
表
し
た
。

」
の
小



論
に
お
い
て
、
既
発
表
と
の
多
少
の
重
複
は
あ
る
が
、
納
屋
集
落
は
豊
漁
期
に
お
け
る
漁
民
の
環
境
に
対
す
る
適
応
形
態
で
あ
り
、
新
田

集
落
は
不
漁
期
に
お
け
る
領
主
の
環
境
に
対
す
る
適
応
形
態
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
た
い
。
漁
業
の
豊
凶
交
替
は
、
臨
海
集
落
が
豊
漁

期
に
は
漁
村
化
し
、
不
漁
期
に
は
農
村
化
し
て
集
落
機
能
も
変
化
し
た
。
不
漁
期
に
領
主
は
新
田
開
発
を
実
施
し
た
が
、
漁
民
は
こ
れ
に

対
し
て
一
挟
や
反
対
運
動
を
も
っ
て
抵
抗
し
た
。
こ
れ
は
不
漁
期
と
い
う
客
観
的
環
境
に
対
し
て
、
領
主
の
知
覚
的
環
境
と
漁
民
の
知
覚

的
環
境
と
は
異
質
的
で
あ
り
、
両
者
の
適
応
し
よ
う
と
す
る
方
向
が
異
な
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
封
建
時
代
に
お
い
て
、
多
く

近世九十九里浜の不漁に対する領主と漁民の行動

の
場
合
、
領
主
の
意
志
決
定
に
漁
民
は
服
従
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
漁
民
に
よ
る
適
応
形
態
で
あ
る
納
屋
集
落
は
一
部
を
残
し
て
大
部
分
が

取
払
わ
れ
て
、
領
主
に
よ
る
適
応
形
態
で
あ
る
新
田
集
落
が
景
観
と
し
て
大
地
に
刻
印
さ
れ
て
現
在
に
つ
づ
い
て
い
る
。
こ
の
小
論
は
こ

の
歴
史
地
理
学
的
事
実
を
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。

ニ
、
客
観
的
環
境
と
し
て
の
不
漁
形
態

九
十
九
里
浜
の
領
主
と
漁
民
に
と
っ
て
、
自
然
災
害
は
米
作
に
対
す
る
干
害
の
く
り
か
え
し
ゃ
元
糠
十
六
年
の
大
地
震
と
津
波
に
よ
る

大
被
害
ハ
4
)
も
あ
っ
た
。

し
か
し
最
大
の
自
然
災
害
と
い
え
ば
、

臨
海
集
落
の
形
態
・
機
能
を
変
化
さ
せ
た
イ
ワ
シ
漁
業
の
不
漁
を
あ
げ

る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
自
然
災
害
は
近
世
以
来
か
ら
数
回
も
く
り
か
え
し
て
い
る
こ
と
も
一
つ
の
特
色
で
あ
る
。
近
世
最
高
の
経

済
学
者
と
し
て
令
名
が
あ
る
佐
藤
信
淵
の
著
(
文
政
十
年
)
経
済
要
録
に
「
九
十
九
里
の
漁
猟
は
日
本
総
国
の
第
一
な
る
べ
し
」
と
述
べ

て
い
る
。
こ
の
イ
ワ
シ
漁
業
は
近
世
か
ら
は
じ
ま
り
、
現
在
に
至
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
つ
ね
に
豊
漁
で
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。

第
二
次
大
戦
の
前
後
の
不
漁
期
に
、
地
元
の
漁
業
研
究
者
が
古
老
の
経
験
や
古
文
書
の
整
理
に
よ
っ
て
、

イ
ワ
シ
漁
業
に
は
七
十
年
目
ご
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と
に
豊
漁
期
が
出
現
し
た
と
い
う
「
七
十
年
周
期
説
」
を
主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
地
理
学
研
究
者
が
県
誌
・
郡
誌
の
資
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期

料
を
図
示
し
て
、

「
七
十
年
周
期
説
」

を
学
会
に
紹
介
し
た
(
5
1

筆
者
は
地
曳
網
元
が

年
々
の
漁
獲
量
を
記
録
し
た
「
水
鰯
勘
定
帳
」
を
百
数
十
年
間
分
を
整
理
し
、
こ
れ
に
加

え
て
近
世
初
期
か
ら
末
期
ま
で
の
網
元
文
書
や
明
治
以
後
の
千
葉
統
計
書
な
い
と
か
ら
の
漁

獲
量
を
検
討
し
て
、

イ
ワ
シ
漁
業
の
豊
凶
の
発
生
・
継
続
期
聞
を
明
か
に
し
た
。
こ
の
結

九十九里浜のイワシ漁業の豊凶交替

論
と
し
て
、
従
来
の
「
七
十
年
周
期
説
」
を
否
定
し
、
そ
の
代
り
に
「
豊
凶
不
確
定
交
替

説
」
を
提
出
し
た
(
6
3

こ
こ
に
新
旧
二
説
の
比
較
図
を
も
っ
て
豊
凶
期
聞
を
示
す
が
、
こ

れ
は
既
発
表
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
詳
し
く
は
拙
論
を
参
照
さ
れ
た
い
。

こ
こ
で
は
イ
ワ
シ
漁
業
の
豊
凶
の
出
現
形
態
を
と
く
に
詳
述
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
不
漁
と
い
う
自
然
災
害
の
人
間
集
団
の
知
覚
、
す
な
わ
ち
知
覚
的
環
境
の
基
底
に
は

客
観
的
環
境
と
し
て
イ
ワ
シ
漁
の
豊
凶
交
替
の
事
実
が
存
在
し
た
。

近
世
初
期
に
も
豊
漁
期
と
不
漁
期
が
発
生
し
た
こ
と
は
綱
元
文
書
や
幕
府
文
書
か
ら
推

察
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
確
証
で
き
な
い
か
ら
保
留
す
る
。
近
世
前
期
か
ら
現
在
ま
で
確
証

第1図

で
き
る
も
の
は
、
豊
漁
期
が
五
回
、
不
漁
期
が
五
回
で
あ
っ
た
。
現
在
は
第
二
次
大
戦
前

後
か
ら
つ
づ
く
第
五
回
目
の
不
漁
期
で
あ
る
。
豊
漁
期
の
長
さ
は
、
第
一
豊
漁
期
は
約
二

十
三
年
間
、
第
二
豊
漁
期
は
も
っ
と
も
長
く
て
約
四
十
八
年
間
、

つ
づ
い
て
第
三
豊
漁
期

は
約
二
十
八
年
間
、
第
四
豊
漁
期
が
約
二
十
五
年
間
、
第
五
豊
漁
期
は
約
十
二
年
で
あ

り
、
豊
漁
期
は
長
短
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
そ
の
合
計
は
一
三
六
年
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ



に
対
し
て
、
不
漁
期
は
第
一
不
漁
期
が
約
十
七
年
間
、
第
二
不
漁
期
が
も
っ
と
も
な
が
く
て
約
九
十
年
間
、
第
三
不
漁
期
が
約
十
四
年

問
、
第
四
不
漁
期
が
約
三
十
五
年
間
、
第
五
不
漁
期
が
す
で
に
三
十
数
年
間
も
つ
づ
い
て
い
る
。
現
在
ま
で
の
不
漁
期
間
の
合
計
は
す
で

に
一
九

O
年
以
上
に
も
な
る
。

イ
ワ
シ
漁
獲
量
を
豊
漁
と
不
漁
と
に
二
分
す
る
よ
り
も
、
豊
漁
・
平
年
漁
・
不
漁
と
三
分
す
べ
き
で
あ
る
。
平
年
漁
は
網
元
の
採
算
と

れ
る
漁
獲
量
の
下
限
程
度
と
し
、
こ
れ
を
大
き
く
上
ま
わ
る
漁
獲
量
の
年
を
豊
漁
年
と
し
、
こ
れ
を
は
な
は
だ
し
く
下
ま
わ
る
漁
獲
量
の

近世九十九里浜の不漁に対する領主と漁民の行動

年
を
不
漁
年
と
す
べ
き
で
あ
る
。
当
時
の
平
年
漁
の
下
限
は
、
網
元
の
ホ
シ
カ
販
売
量
が
年
間
四
千
俵
で
あ
っ
た
。
し
か
し
イ
ワ
シ
漁
獲

量
・
と
ホ
シ
カ
販
売
量
は
、
豊
漁
期
間
と
不
漁
期
間
に
あ
ま
り
に
大
差
が
あ
っ
て
、
平
年
漁
と
い
う
べ
き
中
間
値
の
年
は
す
く
な
い
。
た
と

え
ば
あ
る
綱
元
は
第
三
豊
漁
期
の
天
保
十
三
年
に
ホ
シ
カ
販
売
量
が
一
万
一
千
俵
で
あ
っ
た
が
、

つ
づ
く
第
四
不
漁
期
の
明
治
三
十
六
年

に
ホ
シ
カ
販
売
量
は
わ
ず
か
七
二
二
俵
に
す
、
ぎ
な
か
っ
た
。
ま
た
第
二
豊
漁
期
に
全
国
か
ら
ホ
シ
カ
を
集
荷
す
る
大
阪
ホ
シ
カ
問
屋
が
、

享
保
九
年
に
約
一
一
ニ

O
万
俵
に
達
し
て
い
た
が
、
第
二
不
漁
期
に
入
っ
た
享
保
十
九
年
に
は
約
五
十
万
俵
、
元
文
四
年
に
約
三
十
万
俵
、

寛
保
二
年
に
約
二
五
万
俵
と
激
減
し
、
こ
の
状
態
が
寛
政
年
閉
ま
で
つ
づ
い
た
(
7
3

こ
れ
に
対
し
て
、
あ
る
漁
村
史
研
究
者
が
関
東
平
野

の
農
業
に
ホ
シ
カ
の
消
費
が
多
く
な
っ
た
の
で
、

大
阪
ホ
シ
カ
問
屋
の
集
荷
量
が
す
く
な
く
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
官
〉
O

こ
れ
も
一
つ
の
理
由
と
な
る
が
、
根
本
的
に
は
全
国
の
イ
ワ
シ
漁
業
が
不
漁
期
に
入
っ
た
か
ら
イ
ワ
シ
漁
獲
量
が
激
減
し
た
も
の
で
あ

る
。
イ
ワ
シ
漁
獲
は
極
端
に
多
い
年
が
つ
づ
き
、
そ
し
て
極
端
に
少
く
な
い
年
が
つ
づ
い
た
。

ま
た
イ
ワ
シ
漁
業
の
豊
凶
が
移
行
す
る
過
程
に
も
い
ち
じ
る
し
い
特
色
が
あ
る
。
豊
漁
期
か
ら
不
漁
期
へ
の
移
行
は
、
年
々
の
漁
獲
量

が
減
少
し
て
し
だ
い
に
不
漁
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な
く
、
突
然
に
あ
る
年
か
ら
目
立
っ
て
不
漁
と
な
る
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
不
漁
期
か

87 

ら
豊
漁
期
へ
の
移
行
も
、
年
々
の
漁
獲
が
少
し
づ
っ
増
加
し
て
し
だ
い
に
豊
漁
と
な
る
の
で
は
な
く
、
あ
る
年
か
ら
突
然
に
驚
く
べ
き
豊
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漁
が
は
じ
ま
っ
て
そ
の
状
態
が
つ
づ
い
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
長
期
の
不
漁
期
に
は
、
時
々
豊
漁
年
が
出
現
し
た
。
こ
の
よ
う
な
豊

凶
の
出
現
形
態
は
「
水
鰯
勘
定
帳
」
の
記
録
か
ら
具
体
的
に
わ
か
る
。

不
漁
の
出
現
す
る
原
因
は
多
く
の
人
々
に
よ
っ
て
調
査
さ
れ
た
。
近
世
初
期
か
ら
明
治
期
ま
で
は
地
曳
網
を
使
用
し
、
そ
の
後
は
ア
グ

リ
網
を
使
用
し
た
。
こ
の
漁
獲
手
段
に
変
化
が
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
豊
漁
期
と
不
漁
期
の
交
替
は
出
現
し
た
。
九
十
九
里

浜
の
沖
合
に
寒
流
の
親
潮
に
よ
る
冷
水
塊
が
発
生
す
る
と
不
漁
期
に
な
っ
た
。
コ
一
陸
沖
の
イ
カ
の
豊
漁
期
に
は
九
十
九
里
浜
の
イ
ワ
シ
の

不
漁
期
と
な
っ
た
。
海
中
の
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
の
減
少
が
九
十
九
里
浜
の
沖
合
に
目
立
つ
と
不
漁
期
と
な
っ
た
。
海
況
の
変
化
や
海
中
生
態

学
的
関
係
の
変
化
が
豊
凶
と
関
連
が
あ
っ
た
。
ま
た
第
二
次
大
戦
後
に
は
ア
メ
リ
カ
駐
留
軍
の
九
十
九
里
基
地
に
お
け
る
実
弾
射
撃
の
訓

練
場
が
九
十
九
里
浜
沖
合
を
弾
着
海
面
に
し
た
こ
と
も
不
漁
と
関
係
が
あ
っ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
不
漁
と
い
う
自
然
災
害
が
発
生
す
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
追
求
し
な
い
こ
と
に
す
る
。

、
豊
一
漁
期
に
お
け
る
臨
海
集
落
の
景
観

近
世
以
来
、
出
現
し
た
五
回
の
豊
漁
期
に
お
け
る
臨
海
集
落
の
景
観
形
成
に
み
ら
れ
る
共
通
性
を
類
型
的
に
の
ベ
る
。
臨
海
集
落
は
も

と
も
と
同
集
落
を
中
心
と
し
た
農
村
で
あ
る
。
豊
漁
期
に
な
る
と
海
岸
に
人
口
が
激
増
し
て
納
屋
集
落
が
で
き
あ
が
る
。
臨
海
集
落
が
漁

村
化
す
る
だ
け
で
な
く
、
内
陸
の
村
落
ま
で
さ
ま
ざ
ま
の
波
及
効
果
を
お
よ
ぼ
し
た
。
増
加
入
口
は
地
曳
網
元
に
雇
用
さ
れ
た
地
曳
網
元

の
漁
業
労
働
者
と
そ
の
関
連
産
業
人
口
で
あ
っ
た
。
漁
業
労
働
者
は
海
上
の
労
働
者
で
あ
る
「
水
主
」
と
陸
上
の
労
働
者
で
あ
る
「
岡
者
」

に
わ
け
ら
れ
た
。

「
水
主
L

は
臨
海
集
落
や
内
陸
農
村
の
農
家
の
次
・
三
男
で
あ
り
、
網
元
は
こ
れ
に
前
貸
金
を
渡
し
て
雇
用
し
た
。

「
水
主
」
は
役
付
と
し
て
階
層
が
あ
り
、
隠
居
・
賄
・
炊
・
音
人
な
ど
が
あ
り
、
そ
の
他
に
「
平
水
主
」
が
一
網
に
五

O
l六
O
人
で
あ



っ
た
。

「
岡
者
」
は
臨
海
集
落
の
農
民
で
あ
り
、
多
く
は
網
元
か
ら
小
作
地
を
借
り
、
地
曳
網
の
引
き
子
と
な
っ
た
。
関
連
産
業
人
口
は

網
元
に
付
属
す
る
数
人
の
網
付
商
人
が
あ
り
、
網
元
か
ら
イ
ワ
シ
を
購
入
し
て
ホ
シ
カ
・
漁
油
・
〆
粕
な
ど
を
製
造
す
る
加
工
業
者
で
あ

っ
た
。
そ
の
従
業
員
は
付
近
の
農
村
か
ら
一
雇
用
さ
れ
た
。
加
工
業
に
必
要
な
薪
炭
は
両
総
台
地
と
く
に
山
武
杉
の
林
業
地
帯
の
村
落
が
主

産
地
で
あ
っ
た
。
水
産
加
工
品
は
陸
送
と
海
送
に
よ
っ
て
搬
出
さ
れ
た
。
陸
送
は
牛
方
・
馬
子
が
両
総
台
地
を
こ
与
え
て
東
京
湾
岸
の
港
町

ま
で
中
継
し
た
。
九
十
九
里
浜
の
北
半
は
利
根
川
の
河
岸
に
ま
で
陸
送
さ
れ
た
。
海
送
は
江
戸
や
浦
賀
の
ホ
シ
カ
問
屋
に
搬
出
す
る
千
石
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船
が
九
十
九
里
浜
の
南
半
の
海
岸
に
接
岸
し
た
。
関
連
産
業
人
口
は
地
曳
網
一
張
に
つ
き
約
一
五

O
人
を
就
業
さ
せ
た
。
経
済
要
録
に
文

政
三
年
に
お
い
て
「
地
曳
網
三
百
家
、
そ
の
漁
業
に
よ
り
ロ
を
糊
す
る
者
約
四
万
戸
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
就
業
人
口
の
多
き
こ
と

を
裏
づ
け
る
。

海
岸
の
芝
地
に
は
人
口
密
度
が
高
い
納
屋
集
落
が
で
き
あ
が
っ
た
。

「
水
主
」
の
居
住
や
網
用
具
を
収
納
す
る
納
屋
や
水
産
加
工
業
の

納
屋
が
並
び
、
内
陸
農
民
の
出
稼
ぎ
小
屋
も
あ
っ
た
。
こ
の
納
屋
集
落
に
は
多
く
の
商
屈
も
あ
っ
た
。
髪
結
・
風
呂
屋
・
居
酒
屋
・
煮
魚

屋
・
駄
菓
子
屋
・
小
間
物
屋
な
ど
で
あ
っ
た
。
文
政
年
間
の
片
貝
村
「
農
間
商
取
調
帳
」
に
は
、
総
戸
数
五
二
六
戸
、
そ
の
う
ち
農
業
専

業
は
五
二
戸
、
農
間
漁
業
は
三
三
二
戸
、
農
間
商
は
一
四
三
戸
を
書
き
あ
げ
、
農
間
商
の
業
種
・
人
名
・
開
居
年
度
を
記
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
納
屋
集
落
の
構
成
は
豊
漁
期
に
お
い
て
九
十
九
里
浜
一
帯
に
形
成
さ
れ
た
。
納
屋
集
落
に
非
農
業
人
口
が
増
加
す
れ
ば
食

糧
の
需
要
も
増
加
し
た
。
臨
海
集
落
で
は
農
業
労
働
力
が
漁
業
化
し
て
農
産
物
の
供
給
力
を
大
き
く
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
内
陸
農
村
か

ら
食
糧
の
供
給
を
う
け
た
。
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回
、
不
漁
期
に
お
げ
る
臨
海
集
落
の
景
観

不
漁
期
に
な
る
と
、
網
元
の
漁
獲
量
が
激
減
し
、
借
金
し
た
漁
業
資
本
の
返
済
の
た
め
に
田
畑
を
売
払
っ
て
没
落
す
る
。
こ
の
地
曳
網

を
「
潰
れ
網
」
と
い
っ
た
。
イ
ワ
シ
の
漁
獲
が
激
減
す
る
の
で
水
産
加
工
業
は
休
業
と
な
り
、
薪
炭
業
も
輸
送
業
も
衰
え
た
。
出
稼
ぎ
小

屋
も
空
屋
と
な
り
、
農
間
商
も
廃
業
と
な
っ
た
。
納
屋
集
落
に
は
地
曳
網
と
加
工
業
か
ら
大
量
の
失
業
者
が
あ
ふ
れ
で
、
納
屋
集
落
は
表

退
し
た
。
こ
の
時
期
に
領
主
は
漁
業
か
ら
発
生
し
た
大
量
の
失
業
者
を
農
業
に
吸
収
す
る
た
め
に
、
海
岸
の
芝
地
に
成
立
し
た
納
屋
集
落

を
取
り
払
っ
て
そ
の
跡
地
に
新
田
開
発
を
す
る
こ
と
を
臨
海
集
落
に
命
令
し
た
。
か
く
て
臨
海
集
落
に
耕
地
が
拡
大
さ
れ
、
漁
村
か
ら
農

村
化
に
移
行
し
た
。

不
漁
期
に
発
生
し
た
大
量
の
失
業
人
口
を
新
田
開
発
に
吸
収
し
よ
う
と
す
る
領
主
の
政
策
の
効
果
を
考
え
る
た
め
に
、
九
十
九
里
浜
の

土
地
利
用
の
慣
行
と
新
田
の
農
民
に
対
す
る
配
分
慣
行
を
検
討
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
臨
海
集
落
の
う
ち
、
岡
集
落
は
旗
本
領
や
与
力

給
地
で
あ
り
、
行
政
的
に
細
分
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
て
納
屋
集
落
が
成
立
す
る
海
岸
の
芝
地
で
あ
っ
た
。
汀
線
付
近
の
砂
地
は
塩

場
と
よ
ば
れ
る
製
塩
地
で
あ
っ
た
。
塩
場
は
寛
文
検
地
に
お
い
て
短
冊
状
に
土
地
割
が
行
な
わ
れ
、
高
持
百
姓
に
分
配
さ
れ
、
塩
年
貢
を

納
め
て
い
た
。
塩
場
は
質
地
に
使
わ
れ
、

し
だ
い
に
有
力
な
農
民
に
兼
併
さ
れ
た
。
地
曳
網
が
さ
か
ん
に
な
る
と
、
塩
場
に
イ
ワ
シ
が
水

揚
げ
さ
れ
る
の
で
、
塩
場
所
有
者
は
イ
ワ
シ
の
買
占
権
を
主
張
し
た
(
9
Y

水
産
加
工
業
者
は
大
き
な
塩
場
の
所
有
者
と
関
係
が
あ
っ
た
。

塩
場
の
内
側
は
草
地
帯
と
な
り
、
こ
こ
を
芝
地
と
よ
ん
だ
。
芝
地
は
ま
た
塩
場
頭
と
も
よ
ば
れ
、
塩
場
の
延
長
で
あ
り
、

し
た
が
っ
て
塩

場
の
所
有
者
が
芝
地
を
農
民
に
分
配
す
る
と
き
に
塩
場
所
有
に
比
例
し
て
分
配
さ
れ
る
べ
き
だ
と
い
う
主
張
も
あ
っ
た
。
九
十
九
里
浜
は

隆
起
海
岸
平
野
で
あ
る
か
ら
、
芝
地
は
年
々
に
幅
広
く
な
っ
た
。
こ
の
芝
地
は
一
般
的
に
は
臨
海
集
落
の
農
民
の
入
会
地
と
さ
れ
、
水
田



の
肥
料
用
の
採
草
地
と
し
て
の
慣
行
が
あ
り
、
芝
地
年
貢
が
納
め
ら
れ
た
。
豊
漁
期
に
な
る
と
、
芝
地
に
納
屋
集
落
が
で
き
あ
が
り
、

オミ

シ
カ
や
地
曳
網
の
干
し
場
に
利
用
さ
れ
て
、
水
田
肥
料
は
ホ
ジ
カ
が
主
に
使
用
さ
れ
る
の
で
、
芝
地
は
も
っ
ぱ
ら
漁
業
用
地
に
利
用
さ
れ

Tこ
不
漁
期
に
な
る
と
、
領
主
は
芝
地
に
新
田
開
発
す
べ
し
と
い
う
指
令
を
出
す
と
、
臨
海
集
落
以
外
か
ら
芝
地
の
新
田
開
発
願
が
領
主
に

提
出
さ
れ
た
。
領
主
は
臨
海
集
落
に
村
受
開
発
に
す
る
か
願
人
開
発
に
す
る
か
を
尋
ね
た
。
臨
海
集
落
で
は
芝
地
に
新
田
開
発
を
す
れ
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ぽ
、
農
民
は
採
草
地
を
失
い
、
網
元
は
漁
業
用
地
を
失
う
た
め
に
、
新
田
開
発
に
反
対
し
た
。
し
か
し
臨
海
集
落
以
外
の
者
に
開
発
権
を

与
え
れ
ば
、
臨
海
集
落
の
損
失
は
さ
ら
に
大
き
い
の
で
、
臨
海
集
落
は
領
主
の
開
発
策
に
従
っ
て
村
受
開
発
を
承
諾
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
か
く
て
九
十
九
里
浜
の
新
田
集
落
や
新
田
は
ほ
と
ん
ど
が
村
受
開
発
と
な
っ
た
。
臨
海
集
落
は
芝
地
を
で
き
る
だ
け
残
し
て
そ
の
一

部
分
に
新
田
開
発
す
る
方
向
に
努
力
し
た
。

芝
地
が
村
受
開
発
と
な
れ
ば
、
そ
の
開
発
地
の
配
分
は
臨
海
集
落
の
高
持
百
姓
に
制
限
さ
れ
た
。
そ
の
配
分
法
は
高
持
百
姓
が
所
有
し

て
い
る
塩
場
の
面
積
に
比
例
し
て
芝
地
を
配
分
す
る
か
、
ま
た
は
芝
地
年
貢
を
納
め
て
い
る
金
額
に
比
例
し
て
芝
地
を
配
分
す
る
か
、

般
的
に
は
こ
れ
ら
の
配
分
法
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
享
保
年
聞
か
ら
幕
府
が
採
用
し
た
開
発
地
の
村
受
の
土
地
配
分
法
は
、
高
割
や
こ

れ
に
準
ず
る
方
法
を
廃
し
て
、
そ
の
村
民
へ
平
均
割
に
す
る
こ
と
に
変
更
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
臨
海
集
落
の
開
発
地
は
、
臨
海
集
落
の

農
民
な
ら
ば
、
戸
主
の
高
持
百
姓
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
次
・
三
男
で
も
地
代
金
を
上
納
す
る
な
ら
ば
平
均
割
に
よ
っ
て
土
地
配
分
が
行
な

わ
れ
た
。
た
と
え
ば
第
二
不
漁
期
の
享
保
二
十
年
検
地
の
村
受
新
田
の
土
地
配
分
を
み
よ
う
。
四
天
木
村
で
は
芝
地
が
約
三
十
二
町
歩
あ

り
、
こ
の
う
ち
六
町
八
反
歩
を
開
発
地
と
す
る
こ
と
が
領
主
か
ら
認
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
開
発
地
を
一
七
二
割
に
等
分
割
し
、

一
割
を

91 

四
畝
歩
と
し
て
四
天
木
村
の
農
民
に
分
配
し
た
。
安
永
五
年
検
地
の
村
受
新
聞
の
四
町
四
反
歩
も
一
七
二
割
に
等
分
割
し
た
。
こ
の
開
発
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地
の
分
配
を
う
け
た
農
民
は
一
六
五
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
分
配
は
名
主
と
網
元
二
人
は
五
割
の
分
配
を
う
け
、
村
役
人
の
六
人
は
四
割
、

ま
た
は
残
り
の
村
役
人
六
人
は
二
割
の
分
配
を
う
け
、
残
り
一
二
四
人
の
農
民
は
一
割
の
分
配
を
う
け
、

四
人
が
半
割
の
分
配
を
う
け

た
。
粟
生
村
で
は
享
保
二
十
年
検
地
の
開
発
地
が
約
五
町
歩
で
あ
り
、
こ
れ
を
一
五
六
割
と
し
て
、

一
割
は
三
畝
九
歩
で
あ
っ
た
。
こ
の

分
配
は
名
主
と
網
元
二
人
が
五
割
を
、
村
役
人
七
人
が
そ
れ
ぞ
れ
三
割
を
、
そ
の
他
は
二
六
人
が
二
割
づ
っ
、
七

O
人
が
一
割
の
配
分
を

う
け
て
い
る
。
平
均
割
と
は
い
う
も
の
の
開
発
地
代
金
を
納
入
で
き
る
富
裕
の
程
度
が
配
分
上
の
条
件
と
し
て
考
慮
さ
れ
て
い
る
。

か
く
て
芝
地
の
開
発
地
は
芝
地
の
一
部
に
限
定
し
、
大
部
分
を
漁
業
用
地
・
採
草
用
地
と
し
て
残
し
て
い
る
。
そ
の
配
分
は
平
均
割
と

い
っ
て
も
農
民
の
開
発
引
受
け
能
力
に
よ
っ
て
配
分
の
多
少
が
あ
っ
た
。
し
か
も
開
発
後
は
土
地
兼
併
が
進
み
、
開
発
地
は
富
裕
農
に
集

中
し
た
。
四
天
木
村
で
は
一
六
五
人
に
一
七
二
割
が
分
配
さ
れ
た
が
、
安
永
五
年
か
ら
二
七
年
間
を
経
た
享
和
三
年
に
は
八
十
三
人
の
所

有
と
な
り
、
芝
地
年
貢
も
ま
た
こ
の
八
十
三
人
を
も
っ
て
全
額
を
新
田
の
所
有
面
積
に
比
例
し
て
負
担
し
た
。
し
た
が
っ
て
芝
地
の
村
受

開
発
は
臨
海
集
落
の
農
民
の
自
営
耕
地
の
拡
大
と
な
り
、
あ
る
い
は
こ
の
開
発
地
を
耕
作
す
る
分
家
が
新
田
集
落
を
形
成
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
豊
漁
期
に
納
屋
集
落
に
増
加
し
た
人
口
の
う
ち
、
臨
海
集
落
の
岡
集
落
関
係
の
農
民
の
み
が
新
田
に
吸
収
さ
れ
た
。
し
か
し
他
村

か
ら
臨
海
集
落
に
入
り
こ
ん
だ
増
加
人
口
は
新
田
の
配
分
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
不
漁
期
に
発
生
し
た
大
量
の
失

業
人
口
の
か
な
り
の
部
分
は
臨
海
集
落
か
ら
流
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

玉
、
環
境
知
覚
者
と
し
て
の
領
主
と
綱
元
の
性
格

不
漁
と
い
う
漁
業
環
境
に
対
す
る
主
要
な
環
境
知
覚
者
は
、
こ
の
場
合
は
領
主
層
の
代
官
と
漁
民
層
の
網
元
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
環
境

知
覚
に
よ
る
意
志
決
定
は
、
不
漁
期
や
豊
漁
期
に
お
け
る
臨
海
集
落
の
景
観
形
成
に
支
配
的
な
作
用
を
お
よ
ぼ
し
た
。
し
た
が
っ
て
代
官



と
綱
元
の
性
格
が
景
観
形
成
に
基
本
的
な
重
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

網
元
は
豊
漁
期
に
激
増
す
る
が
、
不
漁
期
に
は
激
減
し
た
。
第
二
不
漁
期
に
あ
た
る
安
永
九
年
の
佐
藤
信
季
の
著
「
漁
村
維
持
法
」
に

九
十
九
里
浜
の
地
曳
網
は
約
二
百
張
と
記
さ
れ
、
こ
れ
に
つ
づ
く
第
三
豊
漁
期
の
「
経
済
要
録
」
に
は
九
十
九
里
浜
の
網
元
は
約
三
百
家

と
数
え
ら
れ
て
い
る
。
網
元
一
家
で
地
曳
網
を
二
張
所
有
す
る
者
が
あ
る
の
で
地
曳
網
数
は
網
元
数
よ
り
多
か
っ
た
。
網
元
は
一
般
的
に

は
臨
海
集
落
の
豪
農
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
第
一
・
第
二
豊
漁
期
の
網
元
は
持
高
二

O
l三
O
石
が
多
く
、
豪
農
と
い
う
ほ
ど
で
は
な
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か
っ
た
。
し
か
し
不
漁
期
に
も
地
曳
網
を
持
ち
つ
づ
け
た
網
元
は
、
豊
漁
期
に
入
る
や
多
く
の
漁
業
利
益
を
あ
げ
、
こ
れ
を
土
地
兼
併
に

網
元
は
一
面
は
寄
生
地
主
で
あ
り
、

他
面

投
資
し
て
、
小
作
米
を
数
百
俵
も
徴
収
す
る
寄
生
地
主
に
ま
で
成
長
す
る
者
も
あ
っ
た
(
7
Y

は
地
曳
網
労
働
者
を
率
い
る
漁
業
経
営
者
で
あ
っ
た
。
網
元
は
村
落
内
で
は
名
主
と
同
格
で
あ
り
、
親
方
・
ダ
ソ
ナ
と
尊
敬
さ
れ
、

般

の
寄
生
地
主
の
よ
う
に
小
作
米
の
徴
収
に
は
厳
重
で
は
な
く
、
同
者
や
水
主
へ
の
貸
金
の
返
済
を
強
く
要
求
し
な
い
こ
と
が
ふ
つ
う
で
あ

っ
た
。
む
し
ろ
網
元
は
寄
生
地
主
の
側
面
を
漁
業
労
働
力
の
確
保
に
利
用
し
、
網
元
と
し
て
の
漁
業
利
益
の
確
保
に
努
力
し
た
。

豊
漁
期
の
漁
業
利
益
は
莫
大
で
あ
っ
た
。
漁
獲
高
の
分
配
率
は
総
額
の
一
割
を
経
費
と
し
て
網
元
が
と
り
、
残
り
を
網
元
対
水
主
の
分

配
率
は
六
対
四
ま
た
は
五
対
五
と
し
た
。
代
官
に
納
め
る
網
運
上
は
網
元
の
取
り
分
の
一
割
で
あ
っ
た
。
地
曳
網
経
営
は
千
両
株
と
い
わ

れ
る
多
額
の
資
本
投
下
も
一
ヶ
年
で
回
収
で
き
た
。
こ
の
漁
業
利
益
は
土
地
兼
併
や
地
曳
網
経
営
に
の
み
投
資
さ
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ

た
。
漁
業
利
益
は
綱
元
の
豪
奪
な
生
活
と
領
主
へ
の
献
金
に
浪
費
さ
れ
た
。
網
元
は
水
濠
を
め
ぐ
る
広
い
宅
地
に
長
屋
門
と
豪
邸
を
構

ぇ
、
水
主
が
居
住
す
る
下
納
屋
に
対
し
て
漁
業
指
揮
す
る
上
納
匿
を
築
き
、
漁
事
の
な
い
日
は
上
納
屋
で
江
戸
か
ら
き
て
滞
在
す
る
文
人

墨
客
と
酒
宴
を
し
た
。
ま
た
両
国
の
力
士
を
招
い
て
角
力
を
観
覧
し
た
者
も
あ
っ
た
。
領
主
は
網
元
に
献
金
を
強
要
し
て
網
元
の
格
式
を

あ
げ
て
そ
の
虚
栄
心
を
満
足
さ
せ
た
。
網
元
の
格
式
は
白
足
袋
着
用
・
羽
織
袴
着
用
・
長
屋
門
許
可
・
苗
字
帯
刀
御
免
・
士
分
取
立
の
階
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級
に
し
た
が
っ
て
献
金
が
増
額
さ
れ
た
。
ま
た
網
元
は
年
々
巡
回
し
て
く
る
幕
府
の
鷹
匠
に
も
多
額
の
献
金
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ

た。
網
元
に
は
た
び
た
び
の
不
漁
期
を
の
り
こ
え
て
き
た
「
強
網
」
と
い
わ
れ
る
者
と
豊
漁
期
に
続
出
す
る
に
わ
か
網
元
が
あ
っ
た
。
千
両

株
と
い
わ
れ
る
網
元
が
豊
漁
期
に
な
れ
ば
臨
海
集
落
に
続
出
し
た
の
は
、
富
裕
農
が
漁
業
資
本
の
融
資
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
江
戸
ホ
シ
カ
問
屋
や
大
阪
ホ
シ
カ
問
屋
の
集
荷
機
関
で
あ
っ
た
浦
賀
ホ
シ
カ
問
屋
で
あ
っ
た
。
問
屋
は
仕
入
金
と
称
し

て
漁
業
資
本
の
全
額
を
貸
し
つ
け
る
「
丸
抱
え
」
か
ら
、
五
分
抱
え
や
二
分
抱
え
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
の
金
融
段
階
が
あ
っ
た
。
こ
の
借
金

を
返
済
す
る
た
め
に
、
網
元
は
生
産
し
た
ホ
シ
カ
を
問
屋
に
送
っ
た
が
、
そ
れ
は
安
い
価
格
に
仕
切
ら
れ
た
。
九
十
九
里
浜
の
み
な
ら

ず
、
房
総
沿
岸
や
銚
子
・
鹿
島
灘
一
帯
は
、
こ
の
問
屋
融
資
に
よ
っ
て
江
戸
ホ
シ
カ
問
屋
と
浦
賀
ホ
シ
カ
問
屋
の
二
大
勢
力
圏
に
分
割
さ

れ
た
ハ
u
u
o

不
漁
期
に
な
る
と
に
わ
か
網
元
は
借
金
返
済
の
ホ
シ
カ
を
問
屋
に
送
る
こ
と
が
で
き
ず
、

次
々
と
倒
産
・
没
落
し
た
。
強
網

の
網
元
は
豊
漁
期
に
浦
賀
へ
ホ
シ
カ
問
屋
を
経
営
し
た
り
、
独
力
で
江
戸
市
場
に
出
荷
し
て
高
値
で
販
売
し
た
。
不
漁
期
に
生
産
量
が
減

少
し
て
も
品
不
足
で
高
値
に
な
る
の
で
地
曳
網
を
維
持
で
き
た
。
ホ
シ
カ
が
減
産
し
て
も
、
商
品
農
業
地
帯
の
肥
料
不
足
に
な
る
と
、
幕

府
は
農
業
政
策
と
し
て
地
曳
網
振
興
費
を
強
網
の
網
元
に
補
助
す
る
の
で
経
営
を
つ
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

九
十
九
里
浜
の
臨
海
集
落
の
領
主
層
は
複
雑
で
あ
る
。
岡
集
落
と
新
田
集
落
は
旗
本
・
与
力
な
ど
の
小
領
主
が
多
く
、

一
村
が
数
人
の

領
主
に
分
割
支
配
を
う
け
て
い
る
こ
と
は
め
ず
ら
し
く
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
納
屋
集
落
が
あ
る
芝
地
と
砂
地
は
代
官
の
支
配
地
で
あ

り
、
幕
府
の
直
轄
領
地
で
あ
っ
た
。
代
宮
所
は
内
陸
の
東
金
に
あ
っ
た
。
代
官
は
納
屋
集
落
と
漁
業
を
管
理
す
る
の
で
、
豊
凶
の
変
動
や

納
屋
集
落
の
変
化
を
敏
感
に
と
ら
え
た
。
代
官
は
不
漁
期
に
な
る
と
納
屋
集
落
に
大
量
の
失
業
人
口
が
発
生
し
、
支
配
地
か
ら
貢
租
の
激

減
に
直
面
し
た
。
臨
海
集
落
の
貢
租
は
塩
場
年
貢
や
芝
地
永
や
耕
地
か
ら
の
年
貢
な
ど
は
変
動
し
な
い
が
、
漁
業
関
係
の
貢
租
は
豊
凶
に



よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
た
。
耕
地
か
ら
の
年
貢
の
き
そ
と
な
っ
て
い
る
石
盛
は
、
臨
海
集
落
の
石
盛
が
内
陸
集
落
の
石
盛
よ
り
高
く
な
っ

て
い
る
。
幕
府
が
漁
業
利
益
を
吸
収
す
る
た
め
に
「
か
ぶ
せ
盛
」

を
課
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
寛
文
検
地
帳

auを
み
れ
ば
、

九
十
九

里
南
部
の
入
山
津
村
は
上
回
の
石
盛
が
十
七
・
五
で
あ
り
、
臨
海
集
落
中
の
最
高
で
あ
る
。
そ
の
他
の
臨
海
集
落
の
上
回
石
盛
は
十
六

か
、
十
五
で
あ
る
。

一
般
の
内
陸
集
落
の
上
田
石
盛
の
十
二
よ
り
高
い
。
し
か
し
片
員
村
の
上
回
石
盛
は
十
一
で
あ
り
、
寛
文
検
地
の
当

時
は
こ
の
村
に
地
曳
網
が
行
な
わ
れ
て
い
た
か
は
疑
問
が
あ
る
。
豊
凶
に
よ
っ
て
大
き
く
変
動
す
る
貢
租
は
、
網
元
が
納
め
る
地
曳
網
運
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上
と
船
役
永
が
あ
り
、
水
産
加
工
業
者
の
納
屋
永
マ
出
稼
ぎ
農
民
か
ら
の
芝
地
株
永
な
ど
が
あ
る
。
不
漁
期
に
は
代
官
支
配
地
か
ら
の
貢

租
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
な
っ
た
。

歴
代
の
東
金
代
官
の
う
ち
不
漁
期
に
在
任
す
る
代
官
は
貢
租
の
減
少
に
驚
い
た
に
ち
が
い
な
い
。
ま
た
幕
府
が
幕
政
の
改
革
期
に
新
田

開
発
令
を
発
令
し
た
。
寛
文
期
の
幕
藩
体
制
の
確
立
期
、
享
保
改
革
に
お
け
る
新
田
開
発
令
、
安
永
期
の
新
田
開
発
令
、
天
保
改
革
の
新

回
開
発
令
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
九
十
九
里
浜
の
不
漁
期
に
当
っ
た
。
そ
の
た
め
東
金
代
官
は
新
田
開
発
に
積
極
的
で
あ
っ

た
。
歴
代
の
東
金
代
官
は
栄
転
し
て
上
位
の
代
官
所
か
幕
府
の
要
職
に
転
任
し
た
。
東
金
代
官
の
任
期
は
短
く
、
ふ
つ
う
五
l
六
年
間
で

一
部
の
代
官
が
十
数
年
も
な
が
く
在
任
し
た
。
代
官
の
在
任
期
聞
が
九
十
九
里
浜
の
豊
漁
期
と
不
漁
期
の
知
覚
に
重
要
な
条
件
と

な
っ
た
?
任
期
が
短
い
こ
と
は
、
代
官
が
豊
漁
期
の
う
ち
に
任
期
の
終
っ
た
り
、
ま
た
不
漁
期
の
期
間
内
に
の
み
在
任
し
た
者
が
あ
っ

あ
り
、

た
。
た
ま
た
ま
不
漁
期
か
ら
豊
漁
期
に
か
け
て
在
任
す
る
代
官
も
あ
っ
た
し
、
豊
漁
期
か
ら
不
漁
期
に
至
る
移
行
期
に
在
任
期
聞
が
か
ち

あ
う
代
官
も
い
た
。
こ
の
と
き
の
代
官
は
深
刻
な
不
漁
期
の
実
態
を
知
覚
し
、
そ
の
適
応
策
に
奔
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
の

任
務
は
激
減
し
た
貢
租
の
建
直
し
と
納
屋
集
落
に
発
生
し
た
大
量
の
失
業
人
口
の
処
置
で
あ
っ
た
。
ま
た
前
任
者
が
新
田
開
発
を
は
じ
め

95 

て
後
任
者
が
こ
れ
を
検
地
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
か
く
て
歴
代
の
代
官
は
豊
漁
期
と
不
漁
期
を
く
り
か
え
し
て
体
験
す
る
よ
う
な
長
期
在
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任
者
は
な
く
、
不
漁
期
の
次
に
豊
漁
期
が
や
が
て
出
現
す
る
こ
と

を
予
測
で
き
た
り
、
こ
れ
を
経
験
し
た
り
し
た
代
官
は
い
な
か
っ

旧回天木村(大網白里町)の不漁期における新田開発

た。

六
、
領
主
層
と
漁
民
層
の
不
漁
に
お
り
る
知
覚
の
ち
が
い

九
十
九
里
浜
に
不
漁
期
が
出
現
す
る
と
、
こ
れ
を
い
か
に
知
覚

す
る
か
は
、
領
主
層
と
漁
民
層
と
で
は
異
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て

不
漁
期
へ
の
適
応
策
も
異
な
っ
た
。
漁
民
層
の
支
配
者
で
あ
る
網

元
は
、
代
々
の
経
験
か
ら
不
漁
期
の
次
に
は
や
が
て
豊
漁
期
が
出

現
す
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
資
本
力
の
弱
い
網
元
は
来
年
こ
そ

は
と
期
待
し
た
が
、
期
待
は
ず
れ
で
数
年
後
に
は
没
落
せ
ざ
る
を

え
な
か
っ
た
。

し
か
し
代
々
続
く
強
網
が
両
者
と
水
主
を
確
保
し

な
が
ら
経
営
を
維
持
し
た
。
強
網
の
網
元
は
芝
地
を
従
来
通
り
に

漁
業
用
地
に
利
用
し
て
い
た
。
臨
海
集
落
の
農
民
は
引
き
子
に
分

第2図

配
さ
れ
る
イ
ワ
シ
が
少
く
な
っ
た
の
で
水
田
肥
料
と
し
て
芝
地
が

採
草
地
と
し
て
従
来
よ
り
重
要
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
た
が

っ
て
不
漁
期
に
な
る
と
代
官
が
指
令
す
る
芝
地
の
新
田
開
発
に
強



ぐ
反
対
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
代
官
は
在
任
期
聞
が
短
く
、
不
規
則
に
豊
凶
が
交
替
す
る
と
い
う
経
験
も
な
い
の
で
、
不
漁
は
こ
の
ま
ま

な
が
く
つ
づ
く
と
考
え
た
に
ち
が
い
な
い
。
そ
の
上
に
不
漁
に
よ
っ
て
支
配
地
か
ら
の
貢
租
が
激
減
し
た
の
で
、
貢
租
が
不
安
定
な
漁
業

に
依
存
す
る
よ
り
も
、
貢
租
が
安
定
す
る
農
業
開
発
を
よ
し
と
判
断
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
と
く
に
当
面
の
重
要
問
題
で
あ
る
納
星
集
落

に
発
生
し
て
い
る
大
量
の
失
業
人
口
を
新
田
開
発
に
よ
っ
て
吸
収
で
き
る
と
考
え
た
。
ま
た
そ
れ
は
幕
府
か
ら
指
令
さ
れ
て
い
る
開
発
令

を
忠
実
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。
か
く
て
代
官
は
漁
民
や
農
民
の
反
対
を
お
し
き
っ
て
芝
地
の
新
田
開
発
に
ふ
み
き
っ
て
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い
く
の
で
あ
っ
た
。

第
一
回
の
不
漁
期
に
は
九
十
九
里
浜
の
芝
地
一
帯
に
新
田
開
発
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
れ
が
寛
文
検
地
の
新
田
で
あ
る
。
こ
の
と
き
は
漁

民
や
農
民
の
反
対
が
あ
っ
た
か
否
か
は
資
料
を
発
見
し
て
い
な
い
の
で
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
地
曳
網
漁
業
が
い
ま
だ
あ
ま
り
発
達
せ

ず
、
芝
地
は
幅
広
ぐ
存
在
し
、
納
屋
集
落
の
人
口
増
加
も
あ
ま
り
大
き
く
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
新
田
開
発
の
反
対
は
強
い
も
の
で

は
-
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
回
の
不
漁
期
に
新
田
開
発
が
行
な
わ
れ
た
。
享
保
二
十
年
検
地
の
新
田
で
あ
る
。
こ
の
開
発
に
つ
い
て
臨
海
集
落
に
は
各
地
に
代

官
の
開
発
指
令
を
や
む
を
え
ず
引
き
う
け
た
と
い
う
資
料
が
致
る
所
に
発
見
で
き
る
。
こ
の
と
き
の
開
発
地
に
「
荻
原
」
と
い
う
地
名
が

各
地
に
つ
け
ら
れ
て
い
る
。

ζ
=
れ
は
開
発
指
令
を
だ
し
た
東
金
代
官
の
荻
原
源
八
郎
の
姓
を
と
っ
て
地
名
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
命

名
は
農
民
や
漁
民
が
代
官
に
感
謝
を
し
た
意
味
か
憎
悪
の
意
味
か
は
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
開
発
は
第
二
豊
漁
期
の
大
地
曳
網
が
普
及
し
て

λ
ロ
増
加
も
多
く
納
屋
集
落
が
よ
く
発
達
じ
、
た
時
期
に
つ
づ
く
不
漁
期
で
あ
っ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
開
発
反
対
が
強
く
起
る
べ
き
で

あ
っ
た
。
し
か
し
第
二
豊
漁
期
の
末
で
あ
る
元
職
十
六
年
十
一
月
に
一
房
総
半
島
の
南
半
分
に
大
地
震
が
あ
り
、
津
波
が
発
生
し
て
沿
岸
一

帯
の
死
者
は
約
七
|
八
万
人
に
達
し
た
と
い
う
。
九
十
九
里
浜
の
納
屋
集
落
の
南
半
は
全
滅
し
た
。
当
時
、
地
曳
網
の
役
職
階
層
と
し
て
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紀
州
漁
夫
の
出
稼
ぎ
を
し
て
い
た
者
が
全
滅
し
た
。
出
身
地
の
紀
州
漁
村
で
は
、
領
主
に
出
稼
ぎ
人
の
死
亡
に
よ
っ
て
年
貢
上
納
が
困
難

と
な
っ
た
と
い
う
減
免
願
が
提
出
さ
れ
て
い
る

8
3
し
た
が
っ
て
こ
の
と
き
の
開
発
問
題
に
つ
い
て
領
主
層
と
漁
民
層
と
の
対
立
は
は

げ
し
く
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
臨
海
集
落
の
う
ち
新
田
集
落
と
い
う
の
は
こ
の
享
保
二
十
年
検
地
の
開
発
地
に
立
地
し
た
集
落
で
あ

る
。
他
の
不
漁
期
に
開
発
さ
7

れ
た
新
固
に
は
集
落
は
立
地
し
て
い
な
い
。

漁
民
七
二
五
人
が
結
束
し
て
蜂
起
し
た
。

第
二
回
の
不
漁
期
の
末
に
当
る
安
永
五
年
の
新
田
開
発
令
に
は
激
し
い
一
挟
が
発
生
し
た
。
九
十
九
里
浜
南
端
に
網
元
を
中
心
と
し
て

主
な
者
は
遠
島
と
な
っ

一
援
は
あ
え
な
く
鎮
圧
さ
れ
た
。

中
心
人
物
は
死
罪
、
家
財
欠
所
、

た。

一
挟
に
参
加
し
な
か
っ
た
綱
元
に
は
銭
若
干
と
賞
詞
が
代
官
よ
り
与
え
ら
れ
た
。
新
田
開
発
は
か
く
て
強
行
さ
れ
た
自
)
。

第
三
回
の
不
漁
期
に
も
新
田
開
発
が
下
令
さ
れ
、
芝
地
に
大
縄
反
別
の
測
量
が
代
官
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
、
納
屋
集
落
の
取
払
い
を
命

じ
ら
れ
た
。
名
主
・
網
元
・
漁
民
が
反
対
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
と
き
は
九
十
九
里
浜
の
中
部
の
臨
海
集
落
が
中
心
と
な
っ
た
。
し
か

し
不
漁
期
は
短
く
て
十
四
年
間
で
あ
り
、
豊
漁
期
が
は
じ
ま
り
、
開
発
は
中
止
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
嘉
永
の
縄
打
と
い
う
。
そ
の
時
期
の

納
屋
集
落
が
そ
の
ま
ま
残
り
、
第
四
回
の
豊
漁
期
に
こ
の
納
屋
集
落
が
発
達
し
て
現
在
に
ま
で
つ
づ
い
て
い
る
。
第
四
国
の
不
漁
期
に
は

明
治
政
府
に
よ
っ
て
芝
地
が
半
農
・
半
漁
の
村
民
に
分
配
さ
れ
て
宅
地
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。
か
く
て
第
四
回
の
豊
漁
期
の
納
屋
集
落
を

さ
ら
に
幅
広
く
拡
大
し
た
0

・
こ
れ
ら
集
落
は
臨
海
集
落
の
う
ち
の
納
屋
集
落
と
よ
ば
れ
、
現
在
の
臨
海
集
落
の
市
街
地
と
な
っ
て
い
る
。

九
十
九
里
浜
に
お
い
て
過
去
の
豊
漁
期
ご
と
に
納
屋
集
落
が
形
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
次
の
不
漁
期
に
こ
れ
が
取
払
わ
れ
て
、
消
滅
し

た
。
そ
の
跡
地
に
新
田
が
開
発
さ
れ
た
。
た
だ
第
三
豊
漁
期
と
第
四
豊
漁
期
に
よ
る
納
屋
集
落
だ
け
が
、
前
述
の
よ
う
に
し
て
残
存
す
る

こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
前
面
に
第
五
豊
漁
期
に
形
成
さ
れ
た
ア
グ
リ
網
時
代
の
納
屋
集
落
が
あ
り
、
往
時
の
豊
漁
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き

る
。
臨
海
集
落
の
新
田
集
落
と
い
わ
れ
る
地
帯
は
、
過
去
の
不
漁
期
ご
と
に
開
発
さ
れ
た
新
田
が
北
か
ら
南
ま
で
、
九
十
九
里
浜
一
帯
に



わ
た
っ
て
帯
状
に
つ
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
新
田
地
帯
は
イ
ワ
シ
漁
業
の
不
漁
期
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
土
地
利
用
と
景
観
で
あ
り
、
不

漁
と
い
う
自
然
災
害
に
対
す
る
領
主
的
立
場
か
ら
の
環
境
の
知
覚
に
も
と
づ
く
適
応
形
態
で
あ
っ
た
。
現
在
は
第
五
不
漁
期
で
あ
っ
て
臨

海
集
落
の
景
観
と
機
能
は
漁
村
的
で
あ
る
よ
り
も
農
村
的
で
あ
る
。
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